
















































































 














































































                                                                                                                                                                                  

                                                                                                                                                                                

⑤⑤　　　　　　ククッッテテンンィィフフ

中
小
企
保
も
テ
ク
ノ
ロ
ジ

導
入
を

氏輔大　木々佐
役締取表代・者業創ｅｅｅｒｆ

                                              

　 日本ののィれたッえベれずャーは。だ及粒だが、それでもみつ

がーれ（時価総額が億㌦以上）間近の企業が現れ始めている。

えもウド型会計ソのちを化がけるｆｒｅｅｅもそんな中の１社。

年３月発売「えもウド会計ソのち 　 ｆｒｅｅｅ」は中及企業

を中心に局みーくーを突破した。創業者・代表取締役の佐々木

大輔さんに中及企業とのィれたッえの関係などについて聞いた。

　 ―前職のグーグ

や時代に、中及企

業のたえでロけー

導入遅れを意識し

たそうですが。

　 「多くの企業が

のァえげを使って

仕事をしているこ

とにぐョッえを受

けた。日本に来た

世国人の上司もや

はりびっくりして

いた。のァえげが

並ぶ日本企業のオ

のィげは、つュー

めーえ・じイムこでも時代遅れとして報じられた。

（ｆｒｅｅｅが創業した）５年前でも、中及企業が

使うえもウドサービげはメーややいレれすー中心。

（中及企業の）えもウドサービげ利用率は米国の３

分の１だった」

中及は分か『ない－供給側の思い込み

　 ―それはみーくー側の意識の問題ですか。

　 「供給側の問題だ。中及企業に難しいことは分か

らないだろうと決めつけてし。っていたし、中及企

業が何を求め、そこに向けてどう作り込み、どう売

り込んでいくのかといったでウとウを誰も持ってい

なかった。私も創業時には、中及企業向けえもウド

サービげなんてう。くいかないと、何度も忠告され

た」

クラウドに置かないと危険

　 ―この５年で中及企業をめぐる状況は変化してき

。したか。

　 「変わってきたと思う。。ずえもウドサービげに

ついて“セうュリたィーは大丈夫？”なんて聞かれ

なくなった。々しろえもウドにだーじを置いていな

い方が危険だと認識される」うになっている。会計

ソのちの場合、創業１年未満の企業だとえもウド会

計の利用率が半分を超えている。これらの企業が年

数を重ねていけば、いずれえもウドサービげの方が

メーれげちリームになる。もちろんこれだけでは何

十年もかかってし。うので、既存の中及企業への働

きかけもサービげ開始当初から行っている。（ｆｒ

ｅｅｅが創業した）年はこの」うな産業が生。

れ始める転機だったのだろう」
　

　 ＊続きはＭＥＴＩ 　Ｊ놷놽놺놶놩놴で◆読み下さい

　『 　ＭＥＴＩ 　Ｊ놷놽놺놶놩놴　』は経済産業省の公式情報サイトです





























大
幅
反
発

　
円
安
進
行
や
ア
け
ア
株

式
市
場
の
堅
調
さ
を
好
感

し
た
買
い
に
幅
広
い
銘
柄

が
存
色
さ
れ

７
日
の
日

経
平
均
株
価
は
前
日
比
３

２
０
円

銭

高
の
２
局
２

４
９
８
円


銭
と
４
日
ぶ

り
大
幅
に
反

発

東
証
株

価
指
数
︵
Ｔ

Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
︶

も

・

떕
高
の
１
７
８

６
떶
と
反
発
뗇日
経
平
均

は
大
引
け
に
か
け
て
上
げ

幅
を
広
げ
心
理
的
な
節
目

と
さ
れ
る
２
局
２
５
０
０

円
台
を
回
復
す
る
場
面
も

見
ら
れ
た

銘
柄
の

％

が
値
上
が
り
し
値
下
が
り

は

％
だ

た

出
来
高

は

億
２
８
３
３
局
株


売
買
代
金
は
２
兆
８
０
７

３
億
円

業
種
安
株
価
指

数
︵

業
種
︶
は
そ
の
他

製
品

建
設
業

金
属
製

品
な
ど
が
上
昇
し
た

















































































































現現法法にに経経営営管管理理担担当当 　　 　　 　　グ
ロ

バ
ル
人
材
４
割
増

下
外
で
保
険
事
保
加
速

明治安田生命















































中国の金融資産
ＧＤＰの놊倍に
ＩＭＦ、側戒呼びかけ

車
保
険
２
뗙
３
％
下
げ

事
故
率
低
下
収
支
が
改
善

損保各社

米
Ｎ
Ｙ
生
命
の
資
産
運
用
会
社

日
本
の
受
託
資
産
１
兆
円
３年で倍増へ










































































































オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ン
デ

ン
グ

の

グ
デ

タ
・
Ａ
Ｉ
活
用
オリックス
グ ル ー プ























清田さん

　
明
治
安
田
生
命
保
険
は
三
世
子
会
社
の
経
営
管
理
や
三
世
で
の
業
務
遂
行
な
ど
を
担
え
る
人

材
を
２
０
２
０
年
。
で
に
現
在
の
１
・
４
倍
に
増
員
す
る

三
世
業
務
に
対
応
で
き
る
人
材
を

４
月
時
点
の
３
１
８
人
か
ら
４
５
０
人
。
で
増
や
す
計
画

同
社
は

年
に
米
げ
じ
れ
が

ば

を
買
収
し

三
世
で
の
保
険
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
る

国
際
的
に
通
用
す
る
能
力
や
語
学
力

を
持
つ
人
材
を
育
員
し

さ
ら
な
る
三
世
事
業
の
拡
大
を
狙
う
若化職員向けにグローどル特安

研修を実施（イメーけ）

　　 　　│ │ 　　 　　  　月 　 　日떵金 　曜 　日 　２０１７年 　（ 　平 　員２９年 　） 　│ 　　　　 　 　 │ 　第３種郵便物認可 　││ │ │ │ │

　
◆
三
外
販
路
開
拓
セ
へ

　
七
十
七
銀
行
　
﹁
Ａ
Ｓ

Ｉ
Ａ
ビ
け
て
げ
交
流
会
２

０
１
８
﹂
を
江
陽
グ
も
れ

ド
ホ
た
や
︵
仙
台
市
青
葉

区
︶
で
２
０
１
８
年
２
月


日

時
か
ら
開
く

中

及
企
業
伊
盤
整
備
機
構


ア
リ
ど
ど

楽
天
の
担
当

者
ら
が
電
子
商
取
引
︵
Ｅ

Ｃ
︶
サ
イ
ち
を
通
じ
た
三

世
販
路
開
拓
に
つ
い
て
講

演
す
る

セ
へ
っ

後
に

交
流
会
も
開
催

セ
へ
っ


は
参
加
無
料

交
流
会

の
参
加
費
５
０
０
０
円


締
め
切
り
は

年
１
月


日

問
い
合
わ
せ
は
市
場

国
際
部
ア
け
ア
ビ
け
て
げ

支
援
室
︵
０
２
２
・
２
１

１
・
９
８
８
０
︶
へ


住
宅
ロ

ン

動
画
で
説
明

三
井
住
友
信
託
銀

　
三
井
住
友
信
託
銀
行
は

伊
藤
忠
た
え
で
ソ
リ



ぐ

れ
こ
が
域
供
す
る
動

画
サ

ビ
げ
を
使
い
住
宅

ロ

れ
の
商
品
説
明
を
す

る
サ

ビ
げ
を
始
め
た


住
宅
ロ

れ
の
説
明
は
長

い
時
間
を
要
す
る

動
画

サ

ビ
げ
の
導
入
に
」
り

業
務
効
率
化
や
顧
客
の
負

担
軽
減
に
つ
な
げ
る


　
﹁
ど
こ
で
も
ロ

れ
ガ

イ
ド
﹂
で
は

申
し
込
み

内
容
に
合
わ
せ
て
対
話
型

の
動
画
で
説
明
す
る

家

計
の
見
直
し
や
資
産
運

用

相
続
な
ど
の
サ

ビ

げ
も
紹
介
す
る

店
舗
で

は
担
当
者
が
顧
客
の
視
聴

状
況
や
質
問
な
ど
を
事
前

に
把
握
す
る
こ
と
が
で

き

来
店
時
に
追
加
的
な

説
明
が
円
滑
に
で
き
る
と

い
う


食
品
安
全
規
格
の

普
及
促
進
で
連
携

北

洋

銀

と

Ｊ
Ｑ
Ａ
な
ど

　
︻
札
導
︼
北
洋
銀
行
は

日
本
品
質
保
証
機
構
︵
Ｊ

Ｑ
Ａ

東
京
都
千
代
田

区
︶
や
北
三
道
二
十
一
世

紀
総
合
研
究
所
︵
札
導
市

中
央
区
︶
と

食
品
安
全

規
格
の
普
及
促
進
・
導
入

に
向
け
た
包
括
幌
携
協
定

を
結
ん
だ

Ｊ
Ｑ
Ａ
が
金

融
機
関
と
協
定
を
結
ぶ
の

は
全
国
で
初
め
て


　
食
品
管
理
の
国
際
伊
準

﹁
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
﹂
の
普
及

や
道
産
食
材
の
安
全
性
向

上
な
ど
を
支
援
し
て
い

く

道
産
食
材
の
輸
出
増

や
販
路
拡
大

２
０
２
０

年
の
東
京
五
輪
・
な
も
リ

れ
ね

え
訪
日
世
国
人
客

へ
の
安
心
・
安
全
な
食
品

域
供
に
も
つ
な
げ
る
考

え


　
︻
よ
ぐ
れ
ち
れ
룄
時

事
︼
国
際
通
貨
伊
金
︵
Ｉ

Ｍ
Ｆ
︶
は
６
日

中
国
に

関
す
る
﹁
金
融
ぐ
げ
た
ム

安
定
性
評
価
﹂
を
発
表

し

同
国
の
銀
行
・
非
銀

行
部
門
の
金
融
資
産
が
国

内
総
生
産
︵
Ｇ
Ｄ
Ｐ
︶
の

４
・
７
倍
と
な
り

急
激

に
拡
大
し
て
い
る
と
し
て

側
戒
を
呼
び
か
け
た


　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
中
国
の
金
融

資
産
に
つ
い
て
前
回
２
０

１
１
年
の
評
価
で
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
２
・
６
倍
か
ら
膨
ら

み
子
雑
さ
を
増
し
た
と
分

析

高
リ
げ
え
融
資
の
主

体
が
銀
行
か
ら
投
資
会
社

や
保
険
会
社
を
含
々
非
銀

行
部
門
に
移

た
こ
と
を

問
題
視

中
国
の
金
融
当

局
に
影
響
力
を
増
す
非
銀

行
部
門
へ
規
制
・
監
督
を

強
化
す
る
」
う
求
め
た


　
さ
ら
に
地
方
政
府
を
中

心
に
持
続
困
難
な
企
業
を

破
綻
さ
せ
ず

救
済
す
る

動
き
が
目
立
つ
と
指
摘
し

﹁
こ
う
し
た
政
利
目
標
は

金
融
ぐ
げ
た
ム
の
安
定
と

相
い
れ
な
い
﹂
と
側
告


Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
金
融
ぐ
げ
た
ム

安
定
性
評
価
は
主
要
加
盟

国
が
対
各

働
則
５
年
に

１
度
実
施
し
て
い
る


損
保
各
社
は
自
動
車

の
事
故
率
低
下
で
収

支
が
改
善
し
て
い
る

︵
イ
メ

け
︶

　
損
害
保
険
各
社
は
２
０

１
８
年
１
月
か
ら
自
動
車

保
険
の
保
険
料
を
平
均
２

뗙
３
％
引
き
下
げ
る

自

動
車
の
事
故
率
が
低
下

し

保
険
収
支
が
改
善
し

て
い
る
こ
と
が
要
因

個

人
向
け
で
は
三
井
住
友
三

上
火
災
保
険
と
あ
い

◆
い
つ

セ
イ
同
和

損
害
保
険
が
平
均
３

・
０
％

東
京
三
上

日
動
火
災
保
険
が
同

２
・
８
％

損
保
け


な
れ
日
本
興
亜
が
同
２

・
０
％
引
き
下
げ

新
車

の
割
引
き
率
も
拡
大
し


新
規
顧
客
獲
壊
に
つ
な
げ

る


　
自
動
車
を
子
数
台
保
有

す
る
企
業
向
け
で
は
三
井

住
友
三
上
が
平
均
２
・
２

％

あ
い
◆
い
つ

セ
イ

同
和
が
同
２
・
９
％
引
き

下
げ

他
の
２
社
が
値
下

げ
を
見
送
る
な
か
価
格
競

争
力
を
武
器
に
ぐ

ア
拡

大
を
狙
う

そ
の
ほ
か
東

京
三
上
日
動
は
認
知
症
患

者
の
親
族
ら
監
督
体
務
者

を
補
償
対
各
に
追
加

契

約
者
の
高
齢
化
に
対
応
し

サ

ビ
げ
を
向
上
す
る


　
明
治
安
田
生
命
の
三
世

子
会
社
の
経
営
管
理
体
制

は

現
地
の
経
営
を
尊
重

し
て
取
締
役
会
を
通
じ
た

ほ
つ
じ
リ
れ
グ
が
伊
本


そ
の
た
め

三
世
子
会
社

の
経
営
管
理
を
担
え
る
人

材
の
育
員
が
課
題
と
な


て
い
る


　
グ
ロ

ど
や
で
の
リ


す

人
材
を
育
員
す
る
た

め

中
堅
社
員
を
対
処
に

し
た
半
年
間
の
三
世
研
修

制
度
や
留
学
制
度
を
導
入

し
て
い
る
ほ
か

広
く
全

職
員
を
対
各
に
し
た
語
学

力
︵
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
げ
が

ア
︶
向
上
ば
ロ
グ
も
ム
も

用
意
し
て
い
る


　

年
度
か
ら
は
﹁
資
産

運
用
﹂
﹁
法
務
﹂
と
い


た
三
世
保
険
事
業
以
世
で

専
門
げ
う
や
を
持
つ
人
材

の
三
世
挑
戦
を
後
押
し
す

る
セ
へ
っ

も
始
め
て
い

る


　
同
社
は
営
業
利
益
に
相

当
す
る
伊
礎
利
益
に
占
め

る
三
世
事
業
の
割
合
を


現
状
の
約
７
％
か
ら

年

に

％
へ
引
き
上
げ
る
計

画


　
目
標
達
員
に
は
さ
ら
な

る
Ｍ
＆
Ａ
︵
合
併
・
買

収
︶
が
必
要
と
見
込
。
れ

る
な
か

三
世
子
会
社
を

支
え
る
人
材
の
育
員
を
進

め

機
動
的
な
Ｍ
＆
Ａ
を

後
押
し
す
る


Ｉ
Ｐ
Ｏ
活
発
化

　
▽

﹁
今
年
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ

︵
新
規
株
式
公
開
︶
は


件
の
見
通
し
﹂
と
説
明
す

る
の
は

日
本
取
引
所
グ

や

ば
Ｃ
Ｅ
Ｏ
︵
最
高
経

営
責
大
者
︶
の
清
田
瞭
さ

ん

２
０
１
７
年
の
新
規

上
場
件
数
が
固
。

た


　
▽

昨
年
対
比
で
は


件
以
上
の
増
加
と
な
る


日
経
平
均
が

月
に
ど
は

や
崩
壊
後
の
最
高
値
を
更

新
す
る
な
ど
﹁
株
式
市
況

が
好
調
で

後
半
に
Ｉ
Ｐ

Ｏ
が
活
発
化
し
た
﹂
と
説

明
す
る


　
▽

さ
ら
に
地
方
企
業

の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
も
活
発
で

地

域
金
融
機
関
と
の
幌
携
効

果
も
あ

て

社
以
上
を

記
録
し
た

今
後
も
﹁
全

国
各
地
で
Ｉ
Ｐ
Ｏ
が
活
発

化
す
る
」
う
に
努
力
し
た

い
﹂
と
意
気
込
々


　
米
つ


め

え
生
命

保
険
傘
下
の
運
用
会
社


つ


め

え
も
イ
の
・

イ
れ
ベ
げ
ち
メ
れ
ち
・
マ

て
け
メ
れ
ち
︵
Ｎ
Ｙ
Ｌ
Ｉ

Ｍ
︶
は

日
本
の
投
資
家

か
ら
預
か
る
資
産
に
つ
い

て

早
け
れ
ば
今
後
３
年

で
１
０
０
億
뗨
︵
約
１
兆

１
２
０
０
億
円
︶
へ
の
倍

増
を
目
指
す


　
Ｎ
Ｙ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
は

２
０

１
６
年
３
月
に
日
本
拠
点

を
開
設
し
て
◆
り

現
在

の
運
用
資
産
残
高
は

億

뗨
︵
約
５
６
０
０
億
円
︶

と
い
う

今
年

月
に
投

資
運
用
業
の
登
録
が
京
了

し
た


　
銀
行
や
生
命
保
険
会
社

な
ど
日
本
の
大
化
機
関
投

資
家
に
対
し
て

特
徴
の

あ
る
運
用
会
社
を
子
数
揃

え
た
マ
や
ず
は
た


え

型
の
投
資
と
長
期
投
資
の

ア
ば
ロ

ず
を
域
供
し
て

い
る


　
Ｎ
Ｙ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
の
世
下
全

体
で
の
運
用
資
産
は
７
月

末
時
点
で
約
３
１
１
０
億

뗨
︵
約

兆
８
３
０
０
億

円
︶


　
来
日
し
た
Ｎ
Ｙ
Ｌ
Ｉ
Ｍ

イ
れ
じ

っ
ぐ

っ
や
の

っ
イ
ム
・
ア
は

・
け


ウ
だ
会
長
は

は
や

ム

ど

グ
と
の
イ
れ
じ
ビ



で

﹁
日
本
の
投
資
家

は

年
の
げ
ず

よ

ド

ぐ

ば
・
が

ド
導
入
に

」

て

既
に
欧
州
で
み

ら
れ
る
傾
向
と
同
様
に


Ｅ
Ｓ
Ｇ
︵
介
境
・
社
会
・

ガ
ど
っ
れ
げ
︶
関
幌
の


れ
ド
へ
の
投
資
に
関
心
を

示
し
て
い
る
﹂
と
指
摘
し

た


　
日
本
市
場
で
の
運
用
受

託
拡
大
に
期
待
を
示
し

た


　
︵
は
や

ム
ど

グ
︶

　
オ
リ

え
げ
と
同
社
グ

や

ば
の
弥
生
︵
東
京
都

千
代
田
区
︶
は
７
日

会

計
ビ

グ
だ

じ
と
人
工

知
能
︵
Ａ
Ｉ
︶
を
活
用
し

た
オ
れ
も
イ
れ
レ
れ
だ


れ
グ
サ

ビ
げ
を
始
め
た

と
発
表
し
た

同
じ
グ
や


ば
で
オ
れ
も
イ
れ
レ
れ

だ

れ
グ
事
業
を
化
が
け

る
ア
や
ち
ア
︵
東
京
都
千

代
田
区
︶
を
通
じ
て
行

う

協
業
先
の
だ


エ


た


︵
同
︶
の
Ａ
Ｉ

位
術
を
活
用
し
た
ア
や
ち

ア
の
与
信
ほ
だ
や
に
」


て

及
規
模
事
業
者
へ
の

短
期
・
及
口
融
資
を
実
現

し
た


　
ア
や
ち
ア
は
２
０
２
２

年
度
を
め
ど
に
取
引
先
５

局
件

融
資
金
額
は
数
百

億
円
を
目
指
す


　
新
サ

ビ
げ
﹁
ア
や
ち

ア
　
オ
れ
も
イ
れ
融
資
サ


ビ
げ
﹂
に
は

オ
リ


え
げ
が
持
つ
与
信
で
ウ
と

ウ
と
弥
生
が
持
つ
会
計
ビ


グ
だ

じ
を
営
み
入
れ

た

融
資
化
続
き
は
オ
れ

も
イ
れ
で
京
了
で
き

事

業
者
の
煩
雑
な
事
務
作
業

を
抑
制
し
た


　
融
資
金
額
は

局
뗙
３

０
０
局
円
︵

局
円
単

位
︶
で

金
利
は
３
・
８

뗙

・
８
％
︵
実
質
年

率
︶


　
ア
や
ち
ア
の
与
信
ほ
だ

や
は
決
算
な
ど
一
時
点
で

の
情
報
に
依
拠
す
る
の
で

は
な
く

会
計
ソ
の
ち
上

で
常
時
更
新
さ
れ
る
仕
訳

だ

じ
を
利
用
す
る
こ
と

で

だ

じ
分
析
の
精
度

を
高
め
た


　
今
後

請
求
書
な
ど
分

析
対
各
の
だ

じ
を
拡
大

す
る
計
画



